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浅 田 秋江先生 の ご逝去 を悼む

　本会名誉会員浅田秋江先生 （東北工 業大学名誉教授）に おかれ ま

し て は ，約 6 年に 及ぶ癌 との 闘 い の 末 ，去 る平成22年 3 月 30 日 に

逝去されま した 。享年76歳で した 。

　浅 田 先 生 は昭 和 8 年，秋 田 市 で お生 まれ に な りま した。文 学 好

きの お父様が作家 「近松秋江」 に 因ん で 「秋江」 とい う女性 の よう

な お名前を お付け に な っ た と伺 っ て お りま す 。 文学に 囚んだ お 名前

は 終生浅 田 先生の
一つ の 特徴を 形成 し た よ うに思 え ま す 。 昭和 31

年に東北大学理 学部地球物理学科を卒業 され，引き続き同大学 工 学

部士木工 学 科 に 学 士 入 学 ，昭和 33年 に 同学 科 を卒 業 され ま した。

こ の ご 出身 もそ の 後の 先 生 の 研究足跡に 少 な か らぬ影響を及 ぼ した

よ うで す 。 土木工 学科を ご卒業後 ， 故河上房義教授の 薫陶を受け ら

れ ，同教 授の 土質工 学講座の 助手 に就任 ，昭和 42年に講 師昇任の 後，昭和43年10月 に東北工 業大 学助

教授 に転 出 され ま し た 。昭 和 54年 には東 北 大学 よ り⊥ 学
．
博士 の 学位 を授   され る と同時 に，東北 コ匚業

大学 教授 に 昇 任，そ の 後 も土木 工学科 学 科 長，同大 学理 事な どの 要 職 を歴 任 され ，平成 15年に 定 年退

職 して，同大学名誉教授 として 今 凵に 至 っ て お りました 。

　浅 田先生 の ご専門は 動地盤工 学，地 盤地震工 学 で ，今 日 盛 ん な 同分野 の 嚆矢を な す 研究 者の お
一

人 に

数え ら れ る方 か と思い ま す。 と りわ け ，構造．匸学 の 視点か ら 地盤を提 え て ，動 的問題を論 ず る こ とに研

究 の 特 徴 があ りま した。研究者 生涯 の 初期 の 頃 か ら地盤 ，ア
ー

ス ダムな どの 土構造物の 地 震観測 に 取 組

まれ，貴重 な業績 を残 されま した 。 現 場 で の調査 と観測 に専心 す る研究姿勢は際立 っ て お りま した 。 こ

こ に ，理学部地球物理 学科を ご卒業 された先生 の 経歴が大 き く影響を及ぼ して い た と考 え られ ます。当

時，ま だ知 られ て い な か っ た常時微動 を河川堤防 の 耐震問題に応用さ れ た名論文を河上先生 ，柳沢栄司

先生 （東北大学名誉教授） と と も に 1966年に 発表さ れ た こ とは そ の 好例か と思 い ま す 。そ の 他，東北

近 辺 に 生 じ た 1964年新潟地震，1968年十 勝沖地 震，1978年宮城県沖地震，1983年 日 本海中部地震な ど

の 多 くの 被害地震の 被害調査 に 当た られ ， 微 に 入 り細 に わ た る丹念な調査 とそ の分析成果 も特筆す べ き

もの か と思い ます 。 こ の ような地震被害に 関す る注 目す べ き成果を上げ つ つ も ，

一
方で は研究者生涯の

後半に お い て ， 自らの研究哲学 と相俟 っ て ， ご 自分の調査分析結果を容量に関係な く自由に披瀝で きる

との信念か ら，学会誌 へ の投稿 と い う形で の成果発表 を避け ，も っ ぱ ら研究成果報告書の 自費 出版 とい

う発表方式に 固執 しました。 こ の こ とが膨大 な業績 の 割 に は，先生 の Eげた成 果が存外知 られ て い な い

原 因を な し て い るよ う に 思わ れ ます。ただ， こ れ ら の 調査報 告書は後世 の 研 究者 に参考 とな る貴重 な

デー
タ を 多 く含ん で い る こ とか ら ，

い ず れ脚 光を浴び る時期がある もの と考え られ ま す 。

　 浅 田先生 は地 盤τ 学会 に あ っ て は昭和47年 か ら 8年 に 及び 東北支部幹事長を務め られた他，昭和 54

年か ら 3 年 間に わ た り東北支部長に就任 され ，文字 ど お り東北支部 の 屋台骨を支え られ ま した 。 こ れ

らの業績か ら学会創立30周年の昭和54年に功労章 を受賞され る とともに，平 成16年に は名誉会員に推

挙されま した 。そ の 他，仙台市 の 宅地 開発 に関す る審議会委員長 な ど多 くの 委 員会 の 委員を務め られる

な ど甚大な社会貢献 を果た され ま した。

　 浅 田 先生 は東 北 大学 ，東 北 工 業 大学 で の 教鞭生活 を通 し て ，4500 名 に 及 ぶ卒 業生 の 面 倒 を み られ ，

地盤工 学関係の 技術者養成に 生 涯 を捧げ ら れ ま し た 。

一
方で は ， 紳士 然 と し た 身だ しな み で ， ダン デ ィ

な万 年青年の 趣があ りま し た 。 タバ コ
， お 酒 ，

ゴ ル フな どを こ よな く愛 さ れ ， 人間味あふれ る教育者 ・

研究老 で あ っ た と思 い ます 。 こ の 人間的特質は病を得た晩年 ，
11冊に お よぶ専門書，随筆集 ， 紀行文 ，

闘病記，な ど様 々 な書物を 自費出版の 形 で 発行 し続けたお姿に顕著に 現れ て い るよ うに 思え ます 。 奇 し

くも最後の 著 書 とな っ た闘病 記 の 刊行に 合 わせ，静か に 息を引き取 っ た見事な最後で した 。 教育者 ・研

究者 として ひた す ら努力 された こ一
生に敬意 を表す る と とも に ，こ れ ま で の ご指導に 対 して 感謝申し上

げ，心 か ら哀 悼 の 意 を表 す る次第で す。

　 衷心 よ りご 冥福 を お 祈 り中し上 げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （神 山　眞　東北 工 業大学 教授　本学会 元東北 支部 長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人 　地盤 工学会
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